
令和６年度予算の基本方針

一般会計

令和６年度予算見積額 2,398,003 千円

令和５年度当初予算額 2,676,944 千円

差 引 増 減 額 -278,941 千円

対 前 年 度 比 率 89.6 ％

（注）上記には、人件費を含まない。

令和６年度危機管理部予算見積総括表

  県民が安全・安心に暮らせる社会を目指して、豪雨などの自然災害のほか危機事象に備えるととも
に、年々切迫度が高まっている南海トラフ地震対策については、発災直後の「命を守る」対策や、応急
期における「命をつなぐ」対策の強化に加え、対策の時間軸を長く捉え、復旧・復興期までを視野に入
れて「生活を立ち上げる」対策に取り組む。

様式１



１．総合的な危機管理・防災対策の推進

令和６年度　危機管理部の施策のポイント 様式２

※()は一般財源、[]は令和５年度当初予算

　　 防災情報・通信システム管理運営費（ブロードバンド等衛星通信設備更新工事） 　55,361千円 (13,861千円)   　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [R5:－千円 (－千円)]

　

　　　防災情報・通信システム管理運営費（高所カメラ配信システム整備工事）       　　　　　　67,200千円 (－千円)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [R5:－千円 (－千円)]　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　総合防災対策費（高知県職員防災力向上研修等委託料）       　　　　　　　　　　　　5,760千円 (5,760千円)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [R5:－千円 (－千円)]　
　　　　　
　　　

新
デジ
タル

新

新

デジ
タル

　県庁及び総合防災拠点に整備している、ブロードバンド等衛星通信設備のサービス・サポートが終了
することから、高速通信が可能な新たな衛星通信設備に更新します。　
　　　■ブロードバンド衛星通信設備　現状：ＩＰスター　 　→　更新後：スターリンク（想定）
　　　■衛星携帯電話　　　　　　　　　現状：ワイドスターⅡ →　更新後：ワイドスターⅢ（想定）

　津波浸水区域外の市街地に高所カメラを設置し、被害状況や天候状況を収集・伝達することで、
迅速な災害対応、消防防災ヘリ等の安全航行に活かします。　
　　　■高所カメラ設置箇所：
　　　　　　　　　　　津波浸水区域内７箇所　→　津波浸水区域外１１箇所（追加）　　　

　南海トラフ地震をはじめとする大規模災害に対し、事前の備えや発生時の対応を迅速・的確に
行うため、県職員が身につけておくべき能力・姿勢について整理し、計画的に育成を進めていくことで、
県全体としての災害対応能力の向上を図ります。
　　　■防災に関する人材育成の方向性の整理、育成計画の作成
　　　■２０～３０歳代の職員を対象とした訓練プログラムの作成・実施　　　　



　　
　　地震対策企画調整費（地震対策啓発推進事業費）       　　　　　　　　　　　　　　　　 20,736千円 (20,736千円)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [R5:15,917千円 (11,957千円)]　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                              

   　
　

　　地震対策推進事業費（事前復興まちづくり計画策定事業費補助金） 　　　　　　　　　89,100千円 (89,100千円)
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【R5:29,900千円 (29,900千円)]　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     
　　　

２．南海トラフ地震対策の着実な実行

　　
    消防指導費（緊急輸送道路下非耐震性防火水槽撤去事業費補助金）           　　　11,363千円 (2,863千円)
                             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　 [R5:－千円 (－千円)]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　消防指導費（消防広域化推進事業費交付金）           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3,000千円 (3,000千円)
                             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　   　　 [R5:－千円 (－千円)]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

      

３．消防力・防災力の向上
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　南海トラフ地震による被災後、住民の生活再建やなりわいの再生が早期に実施されるよう、
市町村における「事前復興まちづくり計画」の策定を支援します。 　
　■補助先：沿岸12市町      ■補助率：1/3　（国 1/3、　市町村 1/3 ）
　　R6新規：５市町（安芸市、土佐市、土佐清水市、四万十市、中土佐町）　
　　 　 継続：７市町（高知市、室戸市、宿毛市、香南市、東洋町、大月町、黒潮町）

　津波から命を守るため、津波からの早期避難意識率100％を目指して啓発を実施するとともに、
揺れから命を守るため、室内の安全対策についても啓発を強化します。　
■主な拡充内容：「津波からの早期避難意識」を重点テーマとして継続的に啓発するとともに、
「室内の安全対策」及び「水・食料の備蓄」も隔年で実施。

　南海トラフ地震発生時に円滑な救援活動を実施するため、緊急輸送道路の下にある耐震
性のない防火水槽の撤去に要する経費の一部を補助します。
　■補助先：高知市     ■補助率：１/２

　高知県における消防広域化を検討する市町村に対し、高知県消防広域化推進協議会へ
の参画などに要する経費の一部を交付します。
　■交付先：34市町村　　■交付額：市町村ごとに算定（均等割及び人口割）


